
　

毎
年
の
よ
う
に
大
型
台
風
を
は
じ

め
と
す
る
大
規
模
自
然
災
害
に
見
舞

わ
れ
て
い
る
日
本
。
想
定
外
と
も
い
わ

れ
る
大
災
害
に
よ
っ
て
企
業
等
が
受

け
る
ダ
メ
ー
ジ
は
か
な
り
大
き
な
も

　一般社団法人静岡県中部未来懇話会の理事・運営委員・研究委員全体会が１月 29 日、
静岡市駿河区のホテルで開かれた。当懇話会研究部会がまとめた 2020 年度の年間調査研
究テーマ案「迫りくる大災害への備えとリスクマネジメント－企業はいま何をなすべき
か」を研究部会長の日詰一幸・静岡大人文社会科学部学部長が説明し承認された。

の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
生
産
工
場

や
社
屋
に
被
害
が
及
び
、
道
路
、
鉄

道
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
も
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
、
事
業
継
続
が

困
難
に
な
っ
た
り
、
廃
業
に
ま
で
追

い
込
ま
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

特
に
静
岡
県
は
台
風
だ
け
で
は
な

く
東
海
地
震
へ
の
備
え
も
必
要
で
あ

り
、
大
災
害
発
生
後
の
事
業
継
続
が

可
能
な
体
制
を
構
築
し
て
お
く
こ
と

は
極
め
て
重
要
だ
。
研
究
部
会
で
は

様
々
な
リ
ス
ク
に
ど
の
よ
う
に
備
え
、

体
制
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
可
能
な

の
か
。
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
管
理
の

も
と
、
事
業
継
続
に
向
け
て
の
計
画

や
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
具
体
的
に
検
討

す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
い
う
認
識

で
一
致
。
そ
の
後
の
運
営
委
員
会
と

の
合
同
会
議
で
の
協
議
を
経
て
全
体

会
に
提
案
し
た
。

　

趣
旨
説
明
で
日
詰
氏
は
春
と
秋
の

年
２
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
提
案
し
、

第
１
回
シ
ン
ポ（
春
季・６
月
）は「
大

規
模
災
害
等
の
リ
ス
ク
へ
の
企
業
の

備
え
」、第
２
回
シ
ン
ポ（
秋
季・10
月
）

は
「
災
害
発
生
後
の
事
業
継
続
に
向

け
て
の
対
応
策
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
春
季
は
県
中
部
地

域
に
立
地
す
る
企
業
が
抱
え
る
災
害

リ
ス
ク
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
そ
の

よ
う
な
リ
ス
ク
に
対
し
て
考
え
ら
れ

る
対
応
策
を
検
討
す
る
。
非
常
時
の

ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
も
掘
り
下

げ
る
。
秋
季
は
企
業
等
に
事
業
継
続

計
画
や
事
業
継
続
戦
略
の
立
案
の
重

要
性
が
指
摘
さ
れ
る
な
か
、
先
進
的

な
取
り
組
み
を
事
例
に
災
害
発
生
後

の
対
応
策
を
検
討
す
る
。

　

承
認
後
、
懇
話
会
事
務
局
が
中
部

地
域
経
営
会
議
の
19
年
度
活
動
報
告

を
行
い
、
そ
の
中
で
18
年
度
の
総
会

で
承
認
さ
れ
た
提
言
書
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
５・０
で
輝
く
人
材
共
創
戦
略

～
小
さ
な
協
働
と
大
き
な
連
携
で
育

む
人
づ
く
り
～
」
の
具
体
化
に
向
け

て
の
検
討
経
過
を
説
明
し
た
。
理
事

会
で
は
臨
時
社
員
総
会
の
３
月
12
日

開
催
、
来
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算

案
が
了
承
さ
れ
た
。
全
体
会
に
は
理

事
・
運
営
委
員
・
研
究
委
員
合
わ
せ

て
約
30
人（
代
理
含
む
）が
出
席
し
た
。

（
関
連
記
事
23
㌻
参
照
）

「
大
災
害
後
の
事
業
継
続
大
き
な
課
題
」

静岡県中部未来懇話会　理事・運営委員・研究委員全体会

20年度研究テーマ案承認
20
年
度
の
調
査
研
究
テ
ー
マ
案
を
承
認
し
た

理
事
・
運
営
委
員
・
研
究
委
員
全
体
会
＝
静
岡

市
駿
河
区
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
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